
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 大鶴地区 町名 大
鶴
地
区 

人
口
統
計 

80(-1) 76(-1) 180(-4) 220(+1) 161(+1) 174(-1) 301(-1) 1,192(-4) 人口 

38(0) 31(-1) 73(-1) 100(+1) 77(0) 71(0) 121(0) 511(0) 世帯 

 ※データは日田市 HP より令和４年４月３０日現在 ( )は前月比 

  

 

大 

鶴 

編集・発行 

日田市大鶴公民館 

大鶴本町８７０ 

電話 ２８－２８４６ 

FAX ２８－２１２２ 

館長 森山 道德 

主事 伊藤 正昭 
 
 

紙面のイラストについて 

イラスト著作権 

がくげい 

広報 おおつる                                           ２０２２年５月１５日発行 

大 鶴 公 民 館 ホ ー ム ペ ー ジ  h t t p : / / w w w . h i t a - k . o r g / o o t s u r u / 

 

４
月

20

日(

水)

、
大
鶴
公

民
館
集
会
室
に
於
い
て
、
「
令

和
４
年
度
公
民
館
運
営
委
員

会
通
常
委
員
会(

総
会)

」
が
開

催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
事
業
報

告
並
び
に
運
営
費
等
の
決
算
・

監
査
報
告
と
令
和
４
年
度
事

業
計
画
・
運
営
費
等
予
算(

案)

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
令
和
４
年
度
公
民
館 

運
営
基
本
方
針
】 

 
 

大
鶴
公
民
館
は
、
地
域
に
密

着
し
住
民
に
開
か
れ
、
多
く
の

住
民
が
利
用
し
や
す
い
公
民
館

を
目
指
し
て
、
各
種
事
業
の
充

実
を
推
進
し
住
民
の
教
養
の
向

上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化

を
図
り
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。 

 
公
民
館
は
地
域
住
民
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
学
習
施
設
で
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
課
題

解
決
の
場
と
と
も
に
、
地
域
の

絆
を
強
め
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。 

 

今
年
は
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害

か
ら
５
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な

る
た
め
地
域
の
防
災
力
の
向
上
の

為
に
防
災
講
座
等
の
開
催
に
努

め
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
公
民
館
が
基
本
と
し

て
き
た
「
多
く
の
人
が
集
い
・

学
び
・
交
流
す
る
」
と
い
う
考

え
は
大
切
に
し
て
い
き
な
が
ら

も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域
の
方

が
安
心
・
安
全
に
公
民
館
を
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
、

地
域
の
学
び
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。 

・
主
催
事
業
で
の
人
権
学
習 

 

・
町
内
人
権
学
習
会 

 

◆
家
庭
教
育
学
習 

・
子
育
て
応
援
講
座(

子
育
て
サ
ロ
ン) 

◆
学
校
支
援
事
業 

 

・
大
明
児
童
の
水
泳
教
室 

◆
大
鶴
公
民
館
ま
つ
り 

◆
ま
ち
づ
く
り
事
業 

 

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
・
静
修

そ
ば
う
ち
道
場
・
地
域
振
興
活

動
の
支
援
（
大
鶴
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
支
援
）・
大
鶴
ふ
る
さ

と
祭
（
大
鶴
振
興
協
議
会
の
支

援
）・
環
境
美
化
活
動
の
支
援
・

文
化
財
保
護
活
動
の
支
援
・
地

域
団
体
等
の
活
動
支
援 

◆
『
防
災
キ
ャ
ン
プ
』 

◆
自
主
学
習
教
室
の
充
実 

◆
「
広
報 

大
鶴
」
の
発
行 

等
の
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
募
集
等
に
つ
き
ま
し
て
は 

４
面
を
ご
覧
下
さ
い
。 

【 

主 

催 

事 

業 

】 
 

◆
青
少
年
学
習 

・
大
明
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
・
通
学

合
宿
・
サ
マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

◆
成
人
学
習 

・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
・
成
人
セ
ミ
ナ

ー
（
地
域
活
性
化
な
ど
青
壮
年
等

を
対
象
と
し
た
講
座
）・
男
性
料

理
教
室
・
ス
マ
ホ
I

C

T
講
座 

◆
高
齢
者
学
習 

・
寿
大
学
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

◆
人
権
学
習
・
部
落
差
別
解
消
学
習 

 

http://www.hita-k.org/ootsuru/


                             

                             

                             

                             

       

  

４
月

24
日
（
日
）
午
後
３
時

よ
り
大
鶴
公
民
館
・
集
会
室
に

お
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
３
年
度
会
務
報
告
（
大
鶴
地

区
に
お
け
る
公
共
工
事
等
発

注
・
完
了
状
況
含
む
）
と
収
支 

 

決
算
を
含
む
各
種
会
計
報
告
と
、 

令
和
４
年
度
主
要
事
業（
国
・
県
・

市
へ
の
要
望
、
ふ
る
さ
と
祭
の
開

催
、）
等
の
事
業
計
画
・
予
算
、

が
審
議
さ
れ
、
新
役
員
体
制
（
左

記
掲
載
）
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

大
鶴
地
区
各
種
団
体
（
振
興
協
議
会
・
防
犯
協
会
・
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
・
交
通
安
全
協
会
）
の
令
和
４
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
団
体
と
も
に
総
会
出
席
者
を
絞
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
基
づ
き
行
わ
れ
、、
令
和
３
年
度
事
業
・

決
算
・
会
計
監
査
報
告
・
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が
審
議

さ
れ
、
新
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

※
体
育
協
会
・
防
災
士
会
は
６
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

４
月

日
（
火
）
午
後
７
時
よ

り
、
大
鶴
公
民
館
に
お
い
て
平
成

年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
，
今

年
度
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
三
役
紹
介
）

会

長

梅
原

正
行
大
鶴
本
町

副
会
長

坂
本

義
紀

上
宮
町

副
会
長

坂
本

千
恵
鶴
河
内
町

事
務
局
長

井
上

孝

大
鶴
町

４
月

日
（
水
）
午
前

時

よ
り
大
鶴
公
民
館
に
て
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

年
度

事
業
計
画

年
間
行
事
予
定

予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
役
員
体
制
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。（
三
役
含
む

各
町
内
会
長
紹
介
・
敬
称
略
）

会
長
・
会
計

本

河

尚

記

（
鶴
河
内
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

副
会
長

石

井

千

城

（
大
肥
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

副
会
長

藤

井

安

之

（
上
宮
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

監
査

梶
原

利
武

鶴
河
内
町

（
鶴
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

会

長

伊

藤

秀

清

（
大
鶴
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

会

長

池

田

満

央

（
大
肥
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

会

長

一
ノ
宮

政

夫

４
月

日
（
火
）
午
後
７
時
よ

り
、
大
鶴
公
民
館
に
お
い
て
平
成

年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
，
今

年
度
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
三
役
紹
介
）

会

長

梅
原

正
行
大
鶴
本
町

副
会
長

坂
本

義
紀

上
宮
町

副
会
長

坂
本

千
恵
鶴
河
内
町

事
務
局
長

井
上

孝

大
鶴
町

４
月

日
（
水
）
午
前

時

よ
り
大
鶴
公
民
館
に
て
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

年
度

事
業
計
画

年
間
行
事
予
定

予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
役
員
体
制
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。（
三
役
含
む

各
町
内
会
長
紹
介
・
敬
称
略
）

会
長
・
会
計

本

河

尚

記

（
鶴
河
内
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

副
会
長

石

井

千

城

（
大
肥
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

副
会
長

藤

井

安

之

（
上
宮
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

監
査

梶
原

利
武

鶴
河
内
町

（
鶴
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

会

長

伊

藤

秀

清

（
大
鶴
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

会

長

池

田

満

央

（
大
肥
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

会

長

一
ノ
宮

政

夫

広報 おおつる                                       ２０２２年５月１５日発行 

 

差別をなくす人権標語    

 

   

４
月
26
日
（
火
）
午
後
７
時
よ

り
、
大
鶴
公
民
館
に
お
い
て
令
和

４
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
，
今
年

度
活
動
計
画
・
予
算
・
役
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。（
三
役
紹
介
） 

分
会
長  

堀 

義
幸(

大
肥
町) 

副
分
会
長 

坂
本 

忠
詞(

大
鶴
本
町) 

副
分
会
長 

城
戸
真
由
美(

大
鶴
本
町) 

事
務
局
長 

井
上 

孝 (

大
鶴
町) 

   

４
月
19
日
（
火
）
午
後
７
時

よ
り
、
大
鶴
公
民
館
に
お
い
て
令

和
４
年
度
総
会
が
開
催
れ
、
令
和

３
年
度
活
動
・
決
算
監
査
報
告
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画
①
大
鶴

ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
②
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
強
化
③
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
へ
の
参
加
、
予
算
及
び

サ
ポ
ー
ト
作
業
（
キ
ュ
ー
レ
ン
ジ

ャ
ー
）
活
動
・
決
算
・
監
査
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。（
三
役
紹
介
） 

会 

長 

梶
原 

孝
俊
（
大
鶴
本
町
）

 

  

副
会
長 

原
田 

豊
司
（
大
鶴
町
） 

 

副
会
長 

江
添 

秀
和
（
大
鶴
町
） 

 

会 

計 

伊
藤 

竜
一
（
上
宮
町
） 

 

事
務
局 

井
上 

孝 

（
大
鶴
町
） 

  

４
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
よ

り
、
大
鶴
公
民
館
・
集
会
室
に
お

い
て
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

総
会
が
開 

催
さ
れ
ま 

し
た
。 

令
和
４
年 

度
事
業
に 

つ
い
て
は
、 

①
見
守
り 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
推
進
、
②

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実(

認
知 

症
予
防
と
健
康
増
進)

③
子
育
て
サ

ロ
ン
推
進
、④
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

及
び
高
齢
世
帯
の
見
守
り
と
安
全

確
認
の
徹
底
、⑤
福
祉
委
員
の
研
修

と
各
種
事
業
の
支
援
体
制
の
確
立

そ
の
他
、４
点
の
重
点
内
容
と
役
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。（
三
役
紹
介
） 

会 

長 

坂
本 

勝
明(

大
肥
町) 

副
会
長 

坂
本 

幸
雄(

大
肥
町) 

副
会
長 

井
上 

邦
子(

鶴
河
内
町) 

事
務
局
長 

久
保
山 

登(

鶴
河
内
町) 

     
 

 
 

 
 

 
  

４
月
15
日 

（
金
）
午
後
７ 

時
よ
り
、
大 

鶴
公
民
館
で 

令
和
４
年
度 

総
会
が
開
催 

さ

れ

ま

し

た
。
総
会
で
は
令
和
３
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
令
和
４
年
度

事
業
計
画
、
予
算
の
他
に
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
班
編
成
・
日
程
等
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。（
三
役
紹
介
） 

 

会 

長 

金
﨑 

公
英(

大
肥
本
町) 

副
会
長 

篠
原 

茂
樹(

大
鶴
本
町) 

副
会
長
兼
事
務
局
長 

 
 

 
 

城
戸 

浩
文(

大
鶴
本
町) 

  
【
氏
名
に
つ
い
て
は
す
べ
て
敬
称

を
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（タップ➾文字の上を指で触れてください。） 

広報 おおつる                                           ２０２２年５月１５日発行 

 さくひんチャレンジに寄せられた作品を４月２５日から５月下旬まで大鶴公民館玄関ロビーにて展示してい

ます。「わたしの宝、大鶴の宝」をテーマとした絵、写真、絵手紙、など見ごたえたっぷりの力作揃いです。 

５月１５日号と６月１５日号の２号に分けて応募されました作品を紹介いたします。又、優秀作品には大鶴公

民館運営委員会長賞、大鶴体育協会長賞などの贈呈があります。優秀作品の発表も６月１５日号に掲載しま

す。玄関ロビーに展示しています「作品」についてはご覧になった際に投票も行っています、是非とも大鶴公

民館にお越しください。【作品（写真）の下には番号とタイトルを掲載しています。】 

① 
孫と春の一日 

② じいちゃんと 
シイタケの駒打ち 

③ 
色づく川辺 

④ 
みい―っけた 

絵  画 
作品番号 1.２ 

⑨ 
名本山の春 

⑧ 
春の修明校 

⑦ 
ミツバチ目線 

⑥ 
別れの春 

⑤ 
お散歩びより 

◎
俳
句
・
短
歌 

枝
先
の 

   

花
は
や
ば
や
と 

         

散
り
始
め 

 

花
愛
で
し 

  

帰
路
で
み
つ
け
た 

      

キ
ッ
チ
ン
カ
ー 

⑪カモ カモ  
 エブリバディ 

 

⑩ 
桜にとまる小鳥 

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」（
大
鶴 

地
区
民
児
協
）
が
左
記
の 

通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

ご
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

場所：大鶴公民館／時間：10:00～12:00 

ぼうさいキャンプ 防災標語        

 

参
加
申
し
込
み
が
ス
マ
ホ
・ 

 

携
帯
か
ら
で
き
ま
す
。 

下記のQRコード読取るとhttp://mail-to.link/…

が記載されますそれをタップすると 

画面が表示されます。メール作成画 

面はこちらをタップすると下の画面 

になります。 
大鶴公民館主催事業

の参加画面になった

ら必要事項記入後送

信してください。 

http://mail-to.link/…
http://mail-to.link/…


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
   
  
 
  
 
  
 

✄  き り と り ✄  

申込み用紙（不明な方は公民館にお尋ねください） 

講 座 名 氏     名 住      所 電話番号 備 考 

     

     

※ 公民館講座・自主学習教室参加ご希望の方は講座名を記入して大鶴公民館へ提出してください。 
※ 申込みは、公民館へ☎・📠・📨・QR コードにて直接公民館に連絡していただいても結構です。 

           

R４年度公民館講座受講生募集!! 

【お問合せ】  

日田市大鶴公民館 

〒877-0212 日田市大鶴本町 870 

TEL(0973)２８‐２８４６ FAX(0973)２８-２１２２ 
ホームページアドレスhttp://www.hita-k.org/ootsuru 

メールアドレス：otsuru-k@hita-net.jp   

※ その他にも、大鶴公民館が主催する講座【成人セミナー（地域活性化など）、スマホ・ICT講座、ウォーキング教室など】 

が開催されます。開催時期に合わせ、公民館だより・チラシなどで、その都度募集を行いますのでよろしくお願いします。 

多くの皆さんのご参加をお待ちしております。 

差別をなくす人権標語  

 

大
鶴
公
民
館
で
は
、
多
く
の
皆 

さ
ん
に
明
る
く
元
気
に
末
永
く
ご 

活
躍
し
て
頂
き
た
い
と
、
寿
大
学 

で
色
々
な
取
組
み
を
今
年
度
５
回 

程
度
開
催
し
て
行
く
予
定
で
す
。 

お
一
人
の
ご
参
加
で
も
大
歓
迎
で
す 

の
で
、
ご
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
楽
し 

く
こ
の
「
寿
大
学
」
を
活
用
し
て 

く
だ
さ
い
。
開
催
に
つ
い
て
は
、 

公
民
館
だ
よ
り
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
募
集
対
象
】
大
鶴
地
区
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
で

あ
れ
ば
男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
受
講
費
用
】① 

講
座
の
参
加
料
は
無
料
で
す
。 

② 

研
修
旅
行
は
希
望
者
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

（（
負
担
金
が
必
要
で
す
） 

    

 

 

今年度も『そばうち道場』を６月より令和５年 3 月ま

で、第 3 月曜日の午前 10 時より開催いたします。(第 1

回目は 6 月 20 日)道場生(受講者)を募集します。 

 講師：とり庵(夜明上町)店主の安本 英年さん 

場所：大鶴公民館 調理室 参加費：１回／500 円 

 定員：12 名程度（登録制です） 

そばうちを通して大鶴地区を盛り上げることを目的と

しています。（世代間体験交流予定） 

『
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
』
は
も
う
過
去
の
言

葉
で
す
。
家
族
が
お
父
さ
ん
・
お
爺
ち
ゃ
ん

を
見
る
目
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
？ 

ど
な
た
で
も
、
腕
に
自
信
が
あ
る
な
し
に
関

わ
ら
ず
気
楽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
み
ん

な
で
楽
し
く
料
理
作
り
ま
し
ょ
う
‼ 

【開
催
回
数
】 

年
７
回
程
度(

６
月
～) 

【開
催
日
時
】 

 

教
室
開
催
時
次
回
を
決
め
ま
す
。 

時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
１
時 

◎ 

募
集
対
象
：
大
鶴
地
区
の
成
人
男
性 

◎ 

受
講
費
用 

材
料
費(

１
回)

５
０
０
円 

◎ 

講
師
：
高
倉
喜
久
子
さ
ん(

田
島
町
在
住) 

 

左記のQRコードより大鶴公民館

主催事業の申し込みができます。

詳しくは 広報大鶴5/15号  

３ページをご覧ください。 

 皆さんが輝き、生活に潤いがあり、充実した人生にする為 

のお手伝いをして行きたいと思います。 

本年度も６・8・10・12・２月に開催を予定しています。 

内容等は６月の第１講で参加者アンケートをとり作成します。 

開催案内を登録者に差し上げます。又、登録されている方に 

ついての参加確認も行いたいと思います。新たに参加希望の 

方等申込みがまだの方は、今すぐ申込みください。 

 


